
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

１月２１日（火）13：00～１４：００日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室

高中性脂肪症 ～その対処法と治療～
　体内の測定値の中でも、「中性脂肪」
の数値が気になる方は、少なくありません。
今回は、「高中性脂肪血症」の内容・症状
と、その対処法から治療について、当院の
小熊副院長がわかりやすく解説します。
是非ご参加ください。

毎月開催 次回は…
医療の専門
スタッフ

講
師
講
師 ２月下旬に開催（予定） 

講 

師

さがみ野中央病院

小熊 利明
　　　　　 副院長

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･鶴間駅から無料シャトルバス

1月29日（水）14：00～15：30

血管 ～役割と引き起こす病気について～

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

　十分な血液を、体中に送るための管が
「血管」です。その血管に異常が起きると
さまざまな病気を発症するので、寒い時
期は特に注意が必要です。今回は、気を
つけるべき血管の病気を紹介します。
※当日、タイトルを変更する場合もございます。ご了承ください。

講 

師

大和成和病院
血管外科

乗松 東吾 医師

毎月開催 次回は…
講
師
講
師

２月２６日（水）
14：00～15：30循環器系の医師

倉
田 

篤 

院
長

脈
硬
化
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い

ま
す
。

　

加
齢
の
み
を
原
因
と
す
る
『
一

次
性
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
』
に
対
し
、

先
に
あ
げ
た
病
気
が
関
わ
っ
て
い

る
も
の
は
、『
二
次
性
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
』
と
呼
ば
れ
ま
す
」

循
環
器
の
病
気
と
深
く
関
係

　
（
倉
田
院
長
）「
二
次
性
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
は
、
心
血
管
疾
患
の
高
齢

患
者
の
う
ち
、
お
よ
そ
25
〜
50
％

に
見
ら
れ
、
虚
血
性
心
疾
患
は
フ

レ
イ
ル
進
展
の
危
険
因
子
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
が
、
虚
血

性
心
疾
患
の
予
後
を
規
定
す
る
医

学
研
究
結
果
は
多
く
存
在
し
、
慢

性
心
不
全
患
者
に
お
い
て
、
フ

レ
イ
ル
の
合
併
は
お
よ
そ
15
〜

75
％
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
合
併
は

お
よ
そ
20
％
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
と
フ
レ
イ
ル
は
、

お
互
い
に
原
因
に
も
結
果
に
も
な

り
え
る
関
係
な
の
で
す
」。

　
　
　
【
次
号（
３
月
号
）へ
続
く
】

骨
と
骨
格
筋
の
量
も
影
響

　
（
倉
田
院
長
）「
一
般
的
に
フ
レ

イ
ル
は
、
心
身
機
能
低
下
の
過
渡

的
な
段
階
で
、
健
常
と
要
介
護
状

態
の
中
間
を
示
し
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
に
は
、
身
体
的
、
認

知
・
精
神
的
、
社
会
的
要
因
が
関

わ
り
ま
す
が
、
骨
量
と
骨
格
筋
量

の
低
下
に
よ
っ
て
生
活
能
力
が
低

下
し
た
病
的
な
状
況
を
『
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
』
と
い
い
、
フ
レ
イ
ル
の

要
素
に
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
が
多
く

あ
る
た
め
、『
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・

フ
レ
イ
ル
』
と
多
々
、
表
現
さ
れ

ま
す
」

持
病
に
よ
っ
て
合
併
率
が
上
が
る

　
（
倉
田
院
長
）「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

は
、
心
血
管
疾
患
や
糖
尿
病
、
動

加
齢
で
予
備
能
力
が
落
ち
る

　
（
倉
田
院
長
）「
日
本
人
の
『
平

均
寿
命
』が
延
び
て
い
る
一
方
で
、

『
健
康
寿
命
』
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

大
き
く
、
要
支
援
・
要
介
護
に
認

定
さ
れ
る
方
の
数
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

　

人
間
は
、
加
齢
に
よ
っ
て
予
備

能
力
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
回
復
力
が
下
が
っ
た

状
態
を
〈fraility

〉
と
い
い
、
日

本
で
は
こ
の
概
念
を『
フ
レ
イ
ル
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
」

　

循
環
器
専
門
病
院
で
あ
る
「
大
和
成
和
病
院
」

の
倉
田
篤
院
長
が
、
心
疾
患
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、

フ
レ
イ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

（
急
性
乳
頭
筋
断
裂
）

閉
鎖
不
全

特定健診･がん検診
受付案内

＊午前は混み合うので、午後の受診がおすすめ。

持参するもの
●各市の受診券、問診票
●診察券（受診歴がある場合）
●健康保険証

月 火 水 木 金 土

午前
9：30～
  11：00

午後
13：30～
  16：00

さがみ野中央病院
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6‐20‐20
 ☎ 046‐233‐5110

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
予
備
群
の
早

期
発
見
と
予
防
・
改
善
を
目
的
と

し
て
い
る
健
康
診
断
で
す
。
生
活

習
慣
の
改
善
を
要
す
る
人
に
は
、

健
診
結
果
と
と
も
に
「
特
定
保
健

指
導
」
も
送
付
。
同
院
で
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見
で
完
治
も

　
「
が
ん
検
診
」
は
、
罹
患
者
を

減
ら
す
対
策
と
し
て
、
政
府
が
受

診
を
奨
励
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
市
で
種
類
が
異
な
る
の
で
、
確

認
は
同
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

基
礎
疾
患
の
発
見
へ

　
「
特
定
健
診
」
は
、
40
〜
74
歳

を
対
象
に
各
医
療
保
険
者
（
国
民

健
康
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
）
が

実
施
す
る
も
の
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、「
特

定
健
診
」「
が
ん
検
診
」
が
予
約

な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。対
象
は
、

海
老
名
市
・
座
間
市
・
綾
瀬
市
の

在
住
者
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
毎
日
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師

間
の
『
中
隔
心
筋
』
が
壊
死
し
て

穴
が
開
き
、
右
心
室
と
左
心
室
の

交
通
が
で
き
て
重
篤
な
心
不
全
状

態
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
早
急
な
手
術
が
必
要

で
、
人
工
心
肺
装
置
で
心
臓
を
停

止
さ
せ
、
穿
孔
し
た
心
室
中
隔
に

パ
ッ
チ
を
縫
合
し
て
穴
を
閉
鎖
し

ま
す
。
脆
く
な
っ
た
心
筋
に
縫
合

す
る
難
し
い
手
術
の
一
つ
で
す
」

血
）〉
と
〈woozing

型
（
じ
わ

じ
わ
出
血
）〉
に
分
か
れ
、
前
者

の
救
命
率
は
、非
常
に
低
い
で
す
。

　

治
療
で
は
、
開
胸
し
て
出
血
部

位
を
圧
迫
止
血
し
ま
す
が
、
破
裂

の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
人
工
心
肺

装
置
で
心
臓
を
停
止
さ
せ
て
出
血

部
を
縫
合
し
、
止
血
し
ま
す
」

▼
心
室
中
隔
穿
孔

　
（
続
く
）「
心
室
中
隔
穿
孔
は
、

急
性
心
筋
梗
塞
の
お
よ
そ
２
％
に

生
じ
ま
す
。
右
心
室
と
左
心
室
の

▼
左
室
破
裂

　
（
田
畑
Dr.
）「
左
心
室
の
自
由
壁

破
裂
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
お
よ

そ
３
～
10
％
に
生
じ
ま
す
。
こ
れ

は
壊
死
し
た
心
筋
の
一
部
が
裂
け

て
出
血
す
る
状
態
で
す
。
程
度
に

よ
っ
て
〈blow-out

型
（
大
出

　

心
筋
梗
塞
後
の
機
械
的
合
併
症
に
は
、「
左
室
破
裂
」「
心
室
中
隔
穿
孔
」「
急

性
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
（
乳
頭
筋
断
裂
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
３

つ
に
つ
い
て
、
大
和
成
和
病
院
・
心
臓
血
管
外
科
の
田
畑
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

プラークと血栓の形成（イメージ）

動脈硬化が進展し、プラークができる

不安定なプラークは傷つき、破綻する

傷ついたところに血栓ができ、
血管が詰まる

プラーク

血流

血流

血流

冠動脈冠動脈

プラーク

血栓心筋梗塞を
発症！！

禁
煙
を
し
て
、
塩
分
・
糖
分
・
脂

肪
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
ス

ト
レ
ス
を
避
け
て
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
家
族
に
心
筋
梗
塞
の
既

往
歴
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
注
意
が

必
要
で
す
。

発
生
か
ら
３
時
間
以
内
に

　

治
療
で
は
、
い
か
に
早
く
冠
動

脈
の
血
流
を
再
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
最
も
重
要
な
の
で
、
迅

速
に
治
療
で
き
る
「
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
」
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

胸
痛
の
発
生
か
ら
３
時
間
以

内
・
病
院
到
着
か
ら
90
分
以
内
に

血
流
の
再
開
が
得
ら
れ
れ
ば
、
後

遺
障
害
は
残
ら
ず
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
治
療
効
果
は
低
下
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
48
時
間
以

上
経
過
し
て
か
ら
血
流
を
再
開
さ

せ
た
と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら
期

待
さ
れ
る
治
療
効
果
を
得
る
こ
と

は
難
し
く
、
初
期
対
応
が
肝
心
な

病
気
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
急
性
心
筋
梗
塞
は
必

ず
し
も
「
狭
心
症
」
か
ら
進
行
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
前
兆
な
し
に

発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

広
範
囲
に
わ
た
る
重
症
の
急
性

心
筋
梗
塞
の
場
合
、
致
死
的
不
整

脈
や
心
臓
の
収
縮
力
低
下
に
よ
っ

て
、
生
命
を
脅
か
す
状
態
に
な
り

ま
す
。
範
囲
が
狭
か
っ
た
と
し
て

も
、「
左
室
破
裂
」
や
「
乳
頭
筋

断
裂
」
の
よ
う
に
、
心
臓
の
構
造

を
壊
し
て
し
ま
う
合
併
症
を
生

じ
、
生
命
の
危
険
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

急
性
心
筋
梗
塞
の
予
防
に
は
、

き
て
閉
塞
し
、
血
流
が
途
絶
え
て

心
筋
が
壊
死
す
る
状
態
で
す
。

　

原
因
は
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
冠
動
脈
内
の
粥
腫

（
プ
ラ
ー
ク
）
が
、
あ
る
時
突
然

破
綻
し
て
血
栓
が
生
じ
る
こ
と
に

血
の
塊
で
冠
動
脈
が
閉
鎖

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
と
は
、
心

臓
の
筋
肉
（
心
筋
）
に
血
液
を
供

給
す
る
血
管
で
あ
る
「
冠
動
脈
」

の
中
に
、
血
の
塊
（
血
栓
）
が
で

　

胸
に
強
烈
な
痛
み
が
襲
う
「
急
性
心
筋
梗
塞
」
は
、
発
生
か
ら
３
時
間
以
内
に

冠
動
脈
の
血
流
が
再
開
で
き
れ
ば
、
後
遺
障
害
が
残
ら
ず
、
48
時
間
以
上
を
経
過

し
て
し
ま
う
と
、
治
療
効
果
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大和成和病院
 ☎︎046-278-3911

　
（
続
く
）「
左
心
室
と
左
心
房
の

▼
急
性
僧
帽
弁

間
に
は
、
血
液
の
逆
流
を
防
止
す

る
た
め
の
『
僧
帽
弁
』
が
あ
り
ま

す
。
左
心
室
の
『
乳
頭
筋
』
に
は

僧
帽
弁
を
支
え
る
『
腱
索
』
が
付

着
し
て
い
て
、
乳
頭
筋
が
壊
死
し

て
腱
索
が
ち
ぎ
れ
る
と
、
逆
流
し

て
重
篤
な
肺
水
腫
を
生
じ
ま
す
。

　

呼
吸
不
全
が
進
行
す
る
場
合

は
、
緊
急
手
術
で
弁
を
修
復
す
る

か
、人
工
弁
に
置
換
す
る
治
療（
手

術
）
を
行
な
い
ま
す
」

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
（
続
く
）「
心
筋
梗
塞
で
は
、
発

症
後
の
早
期
に
血
流
を
再
開
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
治

療
後
も
、
機
械
的
合
併
症
を
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
重

篤
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

心
筋
梗
塞
は
、
多
く
の
実
績
を

も
つ
医
師
や
専
門
病
院
で
の
速
や

か
な
治
療
に
よ
っ
て
、
予
後
の
改

善
が
望
ま
れ
ま
す
」。

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

高
齢
者
の
回
復
力
低
下「
フ
レ
イ
ル
」と
は

取
材
協
力
　
大
和
成
和
病
院

倉 田 院 長
連 載 ⑨  

さ
が
み
野
中
央
病
院〈
取
材
協
力
〉

予
約
不
要
で
気
軽
に
受
診
！
特
定
健
診・が
ん
検
診

〜
専
門
医
が
語
る
〜

「
心
筋
梗
塞
は
合
併
症
も
危
険
な
病
気
で
す
」

大
和
成
和
病
院 

心
臓
血
管
外
科
　
田
畑
美
弥
子 
医
師

　「
急
性
心
筋
梗
塞
」は

　
　
　
　
　
初
期
対
応
が
生
死
の
分
か
れ
目
！
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今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

ユニフォーム支給プライベート充実

パート正社員 夜勤 補助有

各種手当有 未経験歓迎

託児所有車通勤可送迎バス有

正 パ 補海老名市

昇給（年１回）、ユニフォーム支給、社会保険完備、マイカー通勤可、交通費支給（毎月50,000円まで）、退職金制度（勤続３年以上）、週休２日制
（社内カレンダーによる）、夏季・年末年始休暇、年次有休（６カ月経過後10日）など ※一部　 のみ待遇

相鉄線「さがみ野」徒歩５分・「相模大塚」徒歩７分、月給は経験１０年モデル

さがみ野中央病院 ☎046-233-5110
http://www.fureai-g.or.jp/sagamino/

医療法人社団

〒２４３ｰ０４０１ 神奈川県海老名市東柏ヶ谷６‒２０‒２０

職場復帰に最適！保育所・年１２１休日・各種補助あり産休・子育て
専業主婦明け

① 看護師 外来での看護業務

月給２８４，８００円
時給1,800円
手当１４，０００円×回数

８：３０～１７：３０
９：００～１８：００
　　　　　　　 ほか

7：００～１6：００
　　　　　　　 ほか

1

① 看護補助 未経験歓迎

月給２10，4００円
時給1,100円

3

お電話でご連絡の上、履歴
書（写真貼付）をご郵送くだ
さい。面接日程をお伝えい
たします。

応 

募

給 

与

給
与

時
間

時 

間

① 准看護師 病棟・外来の担当

月給２4４，6００円
時給1,500円
手当１2，０００円×回数

８：３０～１７：３０
12：００～21：００
　　　　　　　   ほか

８：３０～１７：３０

2

① 医療事務 受付・レセプト・窓口ほか

月給198，5００円

4

給 

与

給
与

時
間

時 

間

注目！ ・週休２日で  年間１２１休日      ＋夏休み３日！・大好評！
  医療費の補助制度

JR・京王「橋本駅」から神奈中バス
JR「相模原駅」、京王「多摩境駅」「南大沢駅」から無料シャトルバス

介護付有料老人ホーム
シニアレジデンス町田
東京都町田市小山ヶ丘１‒３‒８

　   0120-86-6534
交通

居室

レストラン

中庭

茶道室

エントラン
ス

浴室

Senior Residence Machida

●４階建ての同一建物内に、
   連携病院「ふれあい町田ホスピタル」を併設
●  建物１階は「シニアレジデンス町田」の
   エントランス、入居者専用「レストラン桜」など。
   ２階は居室フロア
●  病院（ふれあい町田ホスピタル）には、
   診察室・検査室・手術室・人工透析センターなど
   があり、入院病棟は３・４階（計１９９病床）
●   定期的な通院のほか、緊急時や夜間の
   対応などを総合的にサポート
●  医療行為（人工透析、胃ろう、在宅酸素など）
   に対応
●  必要に応じてホームの担当医が往診。
   入居前の面談・健康相談もあり

シニアレジデンス町田シニアレジデンス町田

町田
市役所

市役所
JR町田駅

小
田
急
町
田
駅

47

47

終活セミナー

2月2日（日）
13：30～15：00（予定）

25名（事前申込制）
●終活の取り組みは何から
 始めればよいのか？
●「リビングウィル」（終末期の意思表示）
  と事前指示書について など

JR・小田急「町田駅」西口から徒歩７分

　  0120-86-6534
［主催］シニアレジデンス町田

もしもの為の

町田市民
ホール

～準備編（リビングウィルと事前指示書）～

無料セミナー

日時

会場

定員

内容

申込

町田市民ホール 第1会議室

同ホームの主催セミナーは毎回大好評

階
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
居
室
専
用

フ
ロ
ア
で
、
３
・
４
階
は
、
病
院

の
入
院
病
棟
と
い
う
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。

緊
急
時
や
医
療
ケ
ア
に
手
厚
い

　

こ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
病

院
併
設
だ
か
ら
可
能
な
医
療
サ

ポ
ー
ト
で
す
。
同
ホ
ー
ム
の
担
当

医
に
よ
る
往
診
の
ほ
か
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
の
予
防
接

種
も
受
け
や
す
く
、
入
居
前
の
面

談
や
健
康
相
談
も
あ
り
ま
す
。
認

知
症
や
人
工
透
析
、
胃
ろ
う
を
抱

え
て
い
る
入
居
者
だ
け
で
な
く
、

元
気
な
入
居
者
に
と
っ
て
も
、
定

期
的
な
通
院
や
夜
間
の
緊
急
対
応

な
ど
、
高
齢
者
の
生
活
に
安
心
感

を
与
え
る
環
境
で
す
。
ま
た
、
病

院
か
ら
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
が
来
館
し
て
、
本
格
的
な
リ
ハ

ビ
リ
を
施
術
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
体
操
や
、
コ
ー
ラ
ス
・

生
け
花
・
映
画
鑑
賞
・
囲
碁
・
麻
雀
・

カ
ラ
オ
ケ
、
外
出
で
の
買
い
物
・

食
事
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
活
発
で
、
将
来
の
老
後
生
活
や

介
護
を
見
据
え
て
入
居
す
る
人
も

多
い
人
気
の
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
す
る
の

は
、介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
シ

ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」。同
ホ
ー

ム
は
、
老
人
ホ
ー
ム
と
地
域
病
院

が
同
じ
建
物
に
あ
る
利
便
性
を
活

か
し
、
元
気
な
人
か
ら
医
療
・
介

護
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
ま
で
、

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め

の
支
援
に
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

同
ホ
ー
ム
の
担
当
者
は
、「
セ

ミ
ナ
ー
の
対
象
は
、
終
活
を
考
え

て
い
る
ご
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
の
方
や
、
お
若
い
ご
夫
婦

な
ど
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
と
は

　

地
域
病
院
「
医
療
法
人
社
団
康

心
会
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ

ル
」（
１
９
９
床
）
を
併
設
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
の
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
名
を
馳
せ
、

建
物
の
１
階
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の

受
付
・
事
務
室
・
入
居
者
専
用
レ

ス
ト
ラ
ン
と
、
病
院
の
受
付
・
診

察
室
・
検
査
室
・
手
術
室
・
人
工

透
析
室
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

別
の
入
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
２

　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
「
も
し
も

の
為
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
～
準
備
編

（
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
と
事
前
指
示

書
）
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

時
は
２
月
２
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

15
時
（
予
定
）、
会
場
は
同
ホ
ー

ル
の
「
第
１
会
議
室
」。
定
員
は

25
人（
事
前
申
し
込
み
制
）。無
料
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
終
活
の
取
り

組
み
の
始
め
方
や
、「
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
」
と
そ
の
事
前
指
示
書
に

つ
い
て
、具
体
的
に
解
説
し
ま
す
。

　

○
…
モ
ッ
ト
ー
は
「
常
に
誠
実

に
」。
し
っ
か
り
と
目
を
見
て
、

丁
寧
に
語
り
ま
す
。「
患
者
さ
ま

が
安
心
し
、
信
頼
し
て
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
日
頃

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
を
見
て

じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
こ
と
な
ど

は
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
当
院

の
医
師
に
対
し
て
も
『
基
本
に
忠

実
な
診
療
を
』と
伝
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
こ
と
で
い
う
と
、
患
者

さ
ま
が
う
っ
た
え
て
い
る
症
状
を

診
断
す
る
時
に
は
、
Ｘ
線
撮
影
だ

け
で
分
析
せ
ず
に
、
触
診
や
問
診

な
ど
を
丁
寧
に
行
な
い
、
感
情
や

悩
み
も
含
め
て
診
察
す
る
重
要
性

を
現
場
で
指
導
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
に
着
任
し

た
の
は
34
年
前
。
当
時
は
診
療
科

が
少
な
い
病
院
だ
っ
た
と
振
り
返

り
ま
す
。「
循
環
器
専
門
の
一い
ち

医

師
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
が
、
今

ほ
ど
診
療
科
も
な
く
、
な
ん
と
か

綾
瀬
の
中
核
病
院
と
な
る
よ
う
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
大

学
病
院
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
も

の
の
、
必
要
な
各
診
療
科
が
そ

ろ
っ
て
い
る
“
適
度
に
コ
ン
パ
ク

ト
”
な
病
院
と
し
て
、
お
か
げ
さ

ま
で
皆
さ
ま
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在

に
な
り
、
医
療
を
提
供
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
」。
約
10
年
前
に

院
長
に
就
任
し
て
も
な
お
、
外
来

診
察
を
週
５
日
（
㈬
㈰
以
外
の
午

前
中
）
も
担
当
し
、“
現
場
第
一

主
義
”
を
貫
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
決
ま
っ
た
院
長
回
診
日
を

設
け
る
こ
と
な
く
、
必
要
や
要
望

が
あ
れ
ば
気
軽
に
回
診
に
応
じ
る

柔
軟
性
を
も
ち
備
え
て
い
ま
す
。

　

○
…
現
在
外
来
で
は
、「
高
血

圧
症
」「
糖
尿
病
」「
高
脂
血
症
」

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
患
者
を
多

く
担
当
す
る
中
、
赴
任
当
初
に
診

察
し
た
患
者
を
再
び
担
当
す
る
機

会
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
当

時
は
小
児
科
も
担
当
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
患
者
さ
ま
が
成
人
し
て

当
院
で
ご
出
産
さ
れ
、
現
在
は
高

血
圧
で
通
院
中
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。“
親
心
”
の

よ
う
な
感
覚
に
心
が
満
た
さ
れ
、

『
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
』『
よ
り
良
い

診
療
を
目
指
そ
う
』
と
い
う
気
持

ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
」。
綾
瀬
厚

生
病
院
の
礎
と
し
て
、
内
外
か
ら

の
信
頼
が
厚
い
院
長
で
す
。

徳永 唯志 医師
 （とくなが ただし）　　　　

綾瀬厚生病院 院長
【 内 科 】

  「
綾
瀬
地
域
の
医
療
の
た
め
に
」

　
　
基
幹
病
院
と
し
て
の
使
命
を
も
っ
て

こ
の「
人
」に
聞
く

綾瀬厚生病院

☎0467-77-5111 神奈川県
綾瀬市深谷中１ｰ4ｰ16

内科外来

救急搬送　３６５日２４時間受入可能

上杉 成人医師 ほか上杉 成人医師 ほか

徳永 唯志院長徳永 唯志院長

月 火 水 木 金 土

午前

午後

担当医

下水から河川・海へ

加熱不十分または生食

ウイルスが付着した手
や感染した人間が調理

ウイルスが含まれた
便・吐物

ウイルスが含まれた
便・吐物

海中で貝が吸収海中で貝が吸収

トイレ掃除などで
手にウイルスが付着
または処理残しから
ウイルスが飛散

トイレ掃除などで
手にウイルスが付着
または処理残しから
ウイルスが飛散

急
搬
送
を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
受
診
が
遅

れ
る
と
か
え
っ
て
症
状
が
重
く
な

り
、
治
る
ま
で
に
多
く
の
時
間
や

体
力
を
消
耗
し
ま
す
。
早
め
の
受

診
を
心
が
け
、
今
の
季
節
の
体
調

の
変
化
に
は
、
特
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
周

囲
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

疑
わ
し
い
時
は
す
ぐ
に
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

も
あ
り
ま
す
。
嘔
吐
後
の
処
理
が

不
十
分
で
あ
る
と
、
乾
燥
し
た
嘔

吐
物
が
空
気
中
に
舞
い
、
ウ
イ
ル

ス
も
飛
散
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
処

理
時
や
排
便
後
の
手
洗
い
が
不
十

分
な
状
態
で
調
理
な
ど
を
行
な
う

こ
と
で
も
、
感
染
は
拡
大
し
て
い

き
ま
す
。

感
染
の
有
無
が
わ
か
り
に
く
い

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
判
断
は

と
て
も
難
し
く
、
医
療
の
専
門
家

で
あ
る
医
師
で
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
知
ら
ぬ
間
に

感
染
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
感
染

を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
徳
永
唯
志
院

長
は
、「
今
の
時
期
は
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症

が
流は

や行
り
ま
す
。
下
痢
や
嘔
吐
、

38
度
以
上
の
高
熱
な
ど
、
感
染
症

が
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
当
院
の
内
科
外
来
を
ご
受
診

く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
24
時
間
に
わ
た
っ
て
救

発
に
な
る
要
素
な
の
で
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
も
流
行
し
て
い
き
ま
す
。

人
・
食
物
・
排
泄
で
拡
大

　

感
染
ル
ー
ト
の
一
つ
に
、
二
枚

貝
の
生
食
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の

排
便
の
際
に
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
が
海
に
流
れ
、
カ
キ
な
ど
の
二

枚
貝
が
吸
収
す
る
こ
と
で
、
貝
に

ウ
イ
ル
ス
が
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
貝
を
加
熱

せ
ず
、
人
間
が
生
で
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
ま
す
。

　

嘔
吐
物
や
排
泄
物
か
ら
の
感
染

の
一
種
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

人
間
は
冬
に
体
が
冷
え
、
抵
抗

力
が
低
下
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に

と
っ
て
、
寒
さ
と
乾
燥
は
最
も
活

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
イ
ル
ス

性
の
感
染
症
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
幅
広
い
人
に
、
急
性

胃
腸
炎
（
い
わ
ゆ
る
「
食
中
毒
」

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
素
人
が
容
易
に
判
断
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
綾
瀬
厚
生
病
院
の
徳
永
唯
志
院
長
＝
今
号
「
こ
の
人
に

聞
く
」
で
紹
介
＝
は
、
早
め
の
受
診
の
重
要
性
を
う
っ
た
え
て
い
ま
す
。

ノロウイルスの主な感染経路（イメージ）

人生の最期を考える人気の終活セミナー

２月２日に町田で無料開催!!
主催は「シニアレジデンス町田」

取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院

自
己
判
断
で
き
な
い「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」の
脅
威

早
め
の
受
診
で
流
行
抑
制
を

2



パ正 パ正

今、探していたのはこの職場！ 大好評！  時間シフトの相談できます♪綾瀬の
中核病院

綾瀬市 交通費支給・ 　   賞与年３回・昇給１回、給与は経験１０年例、全て 　   の募集あり 無料シャトルバスあり・車通勤可（駐車場無料）

綾瀬厚生病院医療法人社団
柏綾会

http://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/ 
神奈川県綾瀬市深谷中１‒４‒１６

☎0467（77）5111
エントリーはホームページからも可能です！

成和ナーシングプラザ
[介護老人保健施設]

http://www.fureai-g.or.jp/seiwa-np/
神奈川県大和市南林間9‒8‒9

☎046-272-1515
  まずはお電話ください！

総務課／各１名

19万8,500円
24万4,500円

・医療相談室担当  ・地域連携室担当
相談室
連携室

月 給

介護福祉士
〈資格保有者〉

医事課／数名

８：３０～１７：３０
　 20万4,000円

会計窓口・レセプト請求担当
時 間
月 給

大和市

有休取得率９０％以上
●医療費補助制度
●保育所
●年間休日１２１日＋夏休３日
●各種手当（夜勤など）

充実の福利厚
生！

充実の福利厚
生！

月給20万円～31万3,000円＋　 ７,０００円／回
時給1,400円

介護士 月給18万円～28万円＋　 5,5００円／回
時給1,300円

勤務時間
（基本軸）

早 出
日 勤
遅 出
夜 勤

7：３０～１6：３０
８：３０～１７：００
１０：３０～１９：３０
１７：００～翌９：００

待遇

看護補助／数名
看護師資格不要
時 間
月 給

８：３０～１７：３０（夜勤希望も可）
　 21万3,400円
８：３０～１７：３０（夜勤希望も可）
　 21万3,400円

●社会保険完備
●医療費補助
●各種研修（定期勉強会ほか）
●処遇改善手当
●ボーナス年３回 など

●社会保険完備
●医療費補助
●各種研修（定期勉強会ほか）
●処遇改善手当
●ボーナス年３回 など

透析施設としての成和クリニックの役割

介
護
老
人
保
健
施
設（「
成
和
ナ
ー

シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」な
ど
）や
、サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅（「
み
ど

り
の
風 

大
和
」な
ど
）に
入
所
／

入
居
し
て
通
院
透
析
が
で
き
る

循環器専門
病院と連携
循環器専門
病院と連携

入院透析入院透析

高齢者施設
からの通院
高齢者施設
からの通院 無料送迎無料送迎

onLineHDF、
IHDF対応機
onLineHDF、
IHDF対応機

みどりの風 大和みどりの風 大和

成和ナーシングプラザ成和ナーシングプラザ

大和成和病院大和成和病院

成和クリニック成和クリニック

▽
治
療
機
器

腎
臓
の
代
わ
り
に
、
医
療
機
器
を

使
用
し
て
血
液
を
浄
化
す
る
代
替

療
法
で
す
。施

設
の
特
徴

　

多
く
の
透
析
施
設
の
中
か
ら
、

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
選
ば
れ
る
理
由

と
し
て
、
次
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
２
０
０

１
年
に
「
腎
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
て
以
来
、
県
央
地
域
の
多
く
の

人
々
の
人
工
透
析
治
療
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　

人
工
透
析
治
療
と
は
、
慢
性
腎

臓
病
の
悪
化
で
「
末
期
腎
不
全
」

を
抱
え
て
い
る
患
者
に
対
し
、
生

命
を
維
持
す
る
た
め
に
、
自
身
の

　

県
央
地
域
で
“
か
か
り
つ
け
病
院
”
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
は
、
人
工
透
析
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
対
応
車
で
の
送
迎
が
あ

る
の
で
、
高
齢
者
か
ら
も
利
便
性
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
入
所
し

て
専
門
的
な
ケ
ア
を
受
け
な
が
ら

身
体
機
能
の
改
善
も
行
な
う
こ
と

が
可
能
で
す
。

※
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
で

　
は
、
入
所
希
望
者
向
け
の「
施

　
設
見
学
」
を
行
な
っ
て
い
ま

　
す
。
日
時
な
ど
は
、
お
気
軽

　
に
同
施
設
（
☎︎
０
４
６・２
７

　
２
・
１
５
１
５
）
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
効
果
の
高

い
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

密
な
連
携
で
医
療
面
に
強
い

　

そ
の
一
つ
が
、
医
療
面
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
す
。
隣
接
す
る
循
環

器
（
心
臓
や
血
管
な
ど
）
の
専
門

病
院
で
あ
る
医
療
法
人
社
団
公
仁

会
「
大
和
成
和
病
院
」
や
、
同

医
療
法
人
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、

海
老
名
市
の
医
療
法
人
社
団
「
さ

が
み
野
中
央
病
院
」、
綾
瀬
市
の

医
療
法
人
社
団
柏
綾
会
「
綾
瀬
厚

生
病
院
」
な
ど
の
協
力
医
療
機
関

を
も
っ
て
い
る
の
で
、
密
な
連
携

体
制
に
よ
っ
て
、
医
療
依
存
度
が

や
け
が
で
病
院
に
入
院
し
て
急
性

期
の
治
療
を
し
た
後
、
退
院
し
て

自
宅
に
戻
る
に
は
、
十
分
に
状
態

が
安
定
し
て
い
な
い
場
合
に
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

専
門
的
な
介
護
を
、
入

所
（
ま
た
は
通
所
）
し

て
受
け
ら
れ
る
施
設
で

す
。

　

国
家
資
格
を
も
つ
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
リ

ハ
ビ
リ
や
介
助
を
行
な

い
、
き
め
細
か
く
入
所

者
の
身
体
機
能
の
評
価

を
繰
り
返
し
て
い
き
、

着
実
に
元
気
を
取
り
戻

退
院
後
の
不
安
を
解
消

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
成
和

ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
は
、
病
気

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス
問
合
せ

締切迫る！

スクーリング

30名〈1／31（金）までの申込み先着順〉定 員

電 話　0467-84-0576
FAX　0467-84-5966
メール　fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み

講座期間

受講料

2／1   ～7／31  の６カ月間土 金

計７日間（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校にて）

介護福祉士 実務者研修

※テキスト代込

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

JR
茅ケ崎

駅
から
徒歩１

8分

ふれあい医療福祉研修センター
茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）

☎0467-84-0576

●介護系資格なし、または「ヘルパー３級」
                                               125,000円
●「介護職員初任者研修」または「ヘルパー２級」
                                               105,000円
●「介護職員基礎研修」または「ヘルパー１級」　
                                                 30,000円

●介護系資格なし、または「ヘルパー３級」
                                               125,000円
●「介護職員初任者研修」または「ヘルパー２級」
                                               105,000円
●「介護職員基礎研修」または「ヘルパー１級」　
                                                 30,000円

修
は
、
６
カ
月
間
の
通
信
制
な
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
介
護
の
知
識
・
技
術
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
着
実
に
で
き
る
こ

と
で
も
評
判
で
す
。

　

さ
ら
に
医
療
的
ケ
ア
（
痰た
ん
の
吸

引
、
経
管
栄
養
）
の
単
元
で
は
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
基
本

研
修
の
修
了
後
に
、
病
院
で
の
実

地
研
修
も
行
な
い
ま
す
。
締
め
切

り
間
近
！
是
非
、ご
応
募
下
さ
い
。

　

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、２
月
か
ら
始
ま
る「
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
」
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
の
国
家
試
験
を
受

験
す
る
た
め
に
は
、
実
務
経
験

を
３
年
以
上
有
す
る
こ
と
に
加

え
、
こ
の
「
介
護
福
祉
士
実
務
者

研
修
」
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
が

必
須
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
実
務
者
研

▽
循
環
器
専
門
病
院
と
の
連
携

▽
通
院
の
利
便
性

▽
無
料
送
迎

▽
入
居
施
設
か
ら
の
通
院
が
可
能

▽
入
院
透
析

　

年
末
年
始
な
ど
の
休
暇
中
に
帰

郷
さ
れ
た
人
工
透
析
患
者
の
受
け

入
れ
や
、
家
族
の
都
合
に
合
わ
せ

た
一
時
的
な
入
院
透
析
な
ど
に
も

柔
軟
に
対
応
し
、
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
こ
と
も
評
判
で
す
。

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
県
央
地

域
で
頼
り
に
な
る
「
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
と
し
て
の
顔
を
も
っ
て

い
る
の
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
お
困
り
の
際
は
、
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人

工
透
析
治
療
以
外
に
も
、
通
常
の

診
療
で
は
専
門
分
野
に
長
け
た
医

師
が
多
く
お
り
ま
す
。
健
康
診
断

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

遠
慮
な
く
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お
頼

り
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

問
合
せ

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

医療ビジネス観光福祉専門学校
相模原市南区上鶴間本町3-18-27

☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

医療ビジネス観光福祉専門学校介護福祉学科・１年生

●介護の現場を生体験！
●現役スタッフからの指導
●実際に介護（入浴・着脱・トイレの介助 など）
  を実践

車椅子介助
などの実習

ベッドメイキング
の実習

２０日間の
実習で
学びました

     オープン
キャンパスへ♪
（日程はHPに掲載中

）
是非

当校では、１年次か
らの

豊富な実習カリキュ
ラムで

将来の「介護福祉士」
を育成しています。

日頃の授業の成果を
本物の介護の現場で実践！
日頃の授業の成果を
本物の介護の現場で実践！

JR
町田駅
から
徒歩１

分

JR
町田駅
から
徒歩１

分

一般入試

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎ 045-821-0115
　　　（入試事務室直通）

横浜新道

東戸塚駅

ココ

西口

1／6（月）～1／25（土） 1／31（金） 2／7（金）
出 願 試験日 合格発表

Ⅰ期

1／31（金）～2／10（月）2／14（金）2／21（金）Ⅱ期

2／17（月）～2／27（木） 3／3（火） 3／6（金）Ⅲ期

1／6（月）～1／16（木） 2／3（月）

※リハビリテーション学科は独自試験の実施なし

※

※ 2／7（金）
出 願 試験日 合格発表

Ⅰ期

1／31（金）～2／10（月）2／14（金）2／21（金）Ⅱ期

問
合
せ

保健医療学部 2020年度
湘南医療大学

〈看護学科・リハビリテーション学科〉〈看護学科・リハビリテーション学科〉

募集要項の請求は、
２４時間OK

大学入試センター試験利用入試

JR
東戸塚

駅
から
徒歩１

2分

JR
東戸塚

駅
から
徒歩１

2分

　

１
〜
３
月
は
、
一
般
入
試
と
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

を
実
施
。
出
願
期
間
や
試
験
日
な

ど
の
日
程
は
、下
表
を
参
照
の
上
、

詳
細
は
「
学
生
募
集
要
項
」（
同

大
Ｈ
Ｐ
か
ら
24
時
間
請
求
可
能
・

無
料
）、
ま
た
は
同
大
入
試
事
務

室
（
☎︎
０
４
５
・
８
２
１
・
０
１
１

５
）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

湘
南
医
療
大
学
（
保
健
医
療
学

部
／
看
護
学
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）
で
は
、
２
０
２
０

年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
同
大
で
は
、
Ａ
Ｏ
・
社
会
人
・

推
薦
・
一
般
・
セ
ン
タ
ー
利
用
の

各
入
試
を
設
け
て
お
り
、
医
療
に

興
味
が
あ
る
幅
広
い
人
か
ら
の
出

願
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

タ
ッ
フ
に
同
行
し
、
実
際
に
各
施

設
で
入
浴
・
着
脱
・
ト
イ
レ
な
ど

の
介
助
や
、
利
用
者
（
高
齢
者
）

と
の
会
話
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
の
難
し
さ
と
重
要

性
な
ど
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
の
教
職
員
は
「
現
在
、
介

護
福
祉
学
科
は
次
年
度
入
学
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
で
是
非
、
当
校
へ
お
出
で
下

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
で
は
、
現
場
実
習
に
重
点
を

お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
度
に

新
設
さ
れ
た
「
介
護
福
祉
学
科
」

に
お
け
る
介
護
施
設
で
の
長
期
実

習
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

同
学
科
１
年
生
は
、
座
学
授
業

と
並
行
し
な
が
ら
実
践
力
を
高
め

る
「
介
護
実
習
」
を
行
な
い
ま
し

た
。
入
学
後
か
ら
夏
ま
で
は
週
１

回
、
そ
し
て
秋
に
は
20
日
間
に
わ

た
る
長
期
実
習
を
実
施
。
現
場
ス

通
院
透
析
患
者
専
用
の
無
料
送
迎

車（
車
椅
子
対
応
）あ
り

透
析
ベ
ッ
ド
25
台
全
て
で
オ
ン
ラ

イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ・Ｉ
Ｈ
Ｄ
Ｆ
に
対
応

患
者
専
用
の
無
料
駐
車
場
を
完
備

有
床
診
療
所
な
の
で
、入
院
透
析

が
可
能

大
和
成
和
病
院
と
同
じ
医
療
法
人

で
あ
り
、心
疾
患
や
血
流
障
害（
下

肢
静
脈
閉
塞
症
な
ど
）に
迅
速
な

対
応
が
可
能
な
環
境
を
用
意

医療法人社団 公仁会 

成和クリニック
大和市西鶴間5‐3488‐7 
☎ 046‐264‐3911

成和
クリニック

P

鶴
間
駅

西鶴間
小学校
コンビニ

小
田
急
江
ノ
島
線

西鶴間
八丁目
西鶴間
八丁目

駐車場
無料
駐車場
無料

246

桜ヶ丘駅

相鉄本
線

246

南林間駅南林間駅
鶴間駅鶴間駅

大和駅大和駅

さがみ野駅さがみ野駅 相模大塚駅相模大塚駅

東名高速道路東名高速道路

綾瀬厚生病院綾瀬厚生病院

さがみ野
中央病院
さがみ野
中央病院

成和
クリニック
成和
クリニック

小
田
急
江
ノ
島
線

小
田
急
江
ノ
島
線

　　   成和ナーシングプラザ 大和市南林間9-8-9
　   046-272-1515｠　   046-272-1777
医療法人社団
公仁会

成和
ナーシング
プラザ

大和成和病院大和成和病院

TEL FAX

理
学
療
法
士
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

地
域
に
頼
ら
れ
る「
透
析
施
設
」と
し
て
の
側
面

成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

　
　
医
療
連
携
と
専
門
リ
ハ
ビ
リ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
体
機
能
改
善
へ

看
護
学
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

一
般
・
セ
ン
タ
ー
入
試
の
出
願
開
始

湘
南
医
療
大
学

介
護
福
祉
学
科

実
習
に
重
点
お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

通
信
で
も
着
実
に
介
護
技
術
を
習
得

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

3



医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

肺炎球菌ワクチン ～肺炎とその予防～

1月18日（土）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

　日本人がかかる肺炎の中で、最も多い
原因となっている細菌「肺炎球菌」。これ
による肺炎は、高齢者では重篤化すること
が多く、死につながる可能性もある怖い
病気です。当院の小林院長が、予防ワク
チンを含めて肺炎球菌を解説します。

毎月開催 次回は…
医療の専門スタッフ講

師
講
師 ２月下旬（予定） 

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

１月２９日（水）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

全身麻酔とは ～麻酔科医の意味する全身麻酔とは～

講 

師

綾瀬厚生病院
麻酔科

福山 東雄 医師

　手術を経験したことがある方の中には、
「手術の時に受けたあの麻酔は、全身麻
酔だったのかしら？」と思い返すことがあ
るかと思います。当院の麻酔科医師が、
手術の時に使われる「全身麻酔」につい
て、わかりやすく講演いたします。

毎月開催 次回は、２月下旬（予定）に開催
医 療
スタッフ

講
師
講
師 専門職による医療系の講座

連
携
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
管
理

栄
養
士
は
病
院
食
を
検
食
し
て
、

味
・
固
さ
・
盛
付
け
な
ど
の
評
価
・

改
善
を
行
な
っ
て
お
り
、
栄
養
管

理
や
指
導
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

乱
れ
た
食
生
活
は
万
病
の
も
と

で
す
。
食
事
は
全
て
の
治
療
に
関

わ
っ
て
く
る
大
事
な
行
為
な
の

で
、
糖
尿
病
や
貧
血
、
が
ん
な
ど

の
影
響
で
食
事
量
が
減
っ
た
場
合

は
、
特
に
管
理
栄
養
士
が
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
こ
と
は
多
く
、
当
院
で

は
、
日
常
生
活
で
配
慮
・
工
夫
で

き
る
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
直
接
、
管
理
栄
養
士
に
患

者
さ
ん
が
相
談
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ
．
当
院
で
は
可
能
で
す
。
外

来
診
察
時
や
ご
入
院
中
に
、
医
師

へ
ご
相
談
希
望
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。お
話
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
、

設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
取
材
協
力
／
綾
瀬
厚
生
病
院

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１

き
る
内
容
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
の
点
は
何
か

工
夫
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．病
院
食
で
は
、病
態
に
あ
っ

た
食
事
を
用
意
す
る
た
め
、
個
人

対
応
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
で

き
る
限
り
患
者
さ
ま
の
ご
意
見
を

取
り
入
れ
、
可
能
な
内
容
は
反
映

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
本
来
は
ご
は
ん
で

あ
っ
た
も
の
を
パ
ン
や
麺
に
代
え

た
り
、
嗜
好
に
合
わ
せ
た
補
助
食

品
を
付
加
す
る
な
ど
、
少
し
で
も

好
ん
で
多
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
そ
れ
を
考
案
す
る
担
当
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
私
た
ち
管
理
栄
養
士
が
中

心
と
な
っ
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

　
Ｑ
．
綾
瀬
厚
生
病
院
の
病
院
食

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
常
食
・
全
粥
食
・
糖
尿
病

食
を
は
じ
め
と
す
る
約
20
種
の
献

立
を
、
患
者
さ
ま
の
状
態
に
合
わ

せ
て
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

当
院
は
、急
性
期
か
ら
回
復
期
、

療
養
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
患
者

さ
ま
が
ご
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

母
子
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て
い
る

の
で
、
妊
婦
・
授
乳
婦
さ
ま
も
含

め
て
、
よ
り
良
い
栄
養
を
摂
取
で

　

内
科
や
外
科
、
産
婦
人
科
、
人
工
透
析
な
ど
の
各
診
療
科

が
そ
ろ
っ
て
い
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
で
提
供
さ
れ
る
病
院

食
に
つ
い
て
、
同
院
の
管
理
栄
養
士
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

話を聞いた同院の管理栄養士

間
の
寿
命
は
「
定
期
券
」
で
は
な

く
「
回
数
券
」
と
い
わ
れ
、
乱
れ

た
生
活
習
慣
は
回
数
券
を
早
く
消

費
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

万
人
が
平
等
に
１
日
を
24
時
間

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。「
遅
寝
・

遅
起
き
・
朝
食
欠
食
」
で
今
は
体

に
不
調
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
一
時
的
な
見
か
け
倒
し
で

あ
り
、
い
ず
れ
健
康
を
大
き
く
損

な
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

の
考
え
は
大
き
な
間
違
い
で
、
実

際
に
は
、
朝
食
の
欠
食
者
は
体
温

が
上
が
ら
な
い
の
で
代
謝
が
低

く
、
脳
が
「
飢
餓
状
態
」
と
判
断

し
て
脂
肪
の
合
成
を
促
進
す
る
上

に
、
食
欲
が
亢
進
し
、
昼
食
と
夕

食
の
量
が
増
加
し
て
、
脂
肪
に
変

え
る
ホ
ル
モ
ン
が
多
く
分
泌
さ
れ

て
し
ま
い
、
痩
せ
に
く
い
体
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
回
数
券
」
の
消
耗
は
自
分
次
第

　

乱
れ
た
食
生
活
と
体
の
リ
ズ
ム

は
、
寿
命
に
も
関
係
し
ま
す
。
人

　

人
間
の
体
は
、
本
来
は
25
時
間

の
周
期
と
い
わ
れ
、
朝
に
日
光
を

浴
び
る
こ
と
で
、
１
日
24
時
間
の

リ
ズ
ム
に
修
正
し
て
い
ま
す
。
内

臓
に
も
“
時
計
”
が
あ
り
、
朝
食

は
リ
ズ
ム
の
修
正
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
大
事
な
行
動
で
す
。当
然
、

朝
食
ぬ
き
は
、
リ
ズ
ム
が
ズ
レ
て

障
害
が
生
じ
て
き
ま
す
。

　
「
朝
食
を
ぬ
く
と
痩
せ
る
」
と

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

炎
症
反
応
の
亢
進
も
重
要
な
所
見

で
す
。
ま
た
、
誤
嚥
に
高
リ
ス
ク

を
も
つ
寝
た
き
り
な
ど
の
患
者
さ

ま
が
、肺
炎
を
発
症
し
た
場
合
は
、

ま
ず
誤
嚥
性
肺
炎
を
疑
い
ま
す
」

　
─
─
─
誤
嚥
性
肺
炎
の
治
療
法

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
小
林
院
長
）「
治
療
は
、
抗
菌

薬
を
用
い
た
薬
物
療
法
が
基
本
で

す
。
呼
吸
や
全
身
の
状
態
が
不
良

な
場
合
は
、
入
院
治
療
に
な
り
ま

す
。
同
時
に
、
口
腔
ケ
ア
の
徹
底

や
嚥
下
機
能
の
評
価
、
嚥
下
訓
練

も
重
要
な
内
容
で
す
の
で
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
の
専
門
的
な
リ
ハ
ビ

リ
で
回
復
を
目
指
し
ま
す
。

　

重
症
化
す
る
と
、
社
会
復
帰
が

難
し
い
状
態
に
ま
で
進
ん
で
し
ま

う
の
で
、
十
分
に
注
意
し
、
治
療

は
呼
吸
器
の
専
門
医
や
言
語
聴
覚

士
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
る
医
療
機

関
で
行
な
い
ま
し
ょ
う
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
腔
内
の
細

菌
が
気
管
か
ら
肺
へ
と
吸
引
さ

れ
、
肺
炎
を
発
症
し
ま
す
。
ま

た
、
栄
養
状
態
が
不
良
で
あ
る
こ

と
や
、免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
も
、

発
症
に
関
与
し
て
き
ま
す
」

　
─
─
─
誤
嚥
性
肺
炎
か
ど
う
か

の
診
断
は
、
ど
の
よ
う
に
行
な
う

の
で
す
か
？

　
（
小
林
院
長
）「
誤
嚥
が
明
ら
か

な
場
合
や
、
嚥
下
機
能
が
低
下
し

て
い
る
方
に
は
、
胸
部
Ｘ
線
写
真

で
肺
炎
像
を
確
認
す
る
こ
と
で
診

断
で
き
ま
す
。
白
血
球
の
増
加
や

　

嚥
下
機
能
に
障
害
を
抱
え
る

と
、
唾
液
や
食
べ
物
、
あ
る
い
は

胃
液
な
ど
と
一
緒
に
な
っ
て
、
口

腔
内
の
細
菌
を
誤
っ
て
気
道
に
吸

引
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
誤

嚥
性
肺
炎
を
誘
引
し
ま
す
」

　
─
─
─
嚥
下
機
能
の
障
害
や
低

下
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
起
き

る
の
で
す
か
？

　
（
小
林
院
長
）「
脳
梗
塞
後
遺
症

や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の
神
経

疾
患
や
寝
た
き
り
、
ご
高
齢
の
方

に
多
く
発
生
し
ま
す
。
咳
反
射
が

弱
く
な
り
、
嚥
下
機
能
が
低
下
す

　
─
─
─
「
嚥え
ん
げ下

」
や
「
誤ご
え
ん嚥

」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増

え
ま
し
た
。
簡
単
に
説
明
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

　
（
小
林
院
長
・
取
材
協
力
）「
物

を
飲
み
込
む
働
き
を
『
嚥
下
機

能
』、
口
か
ら
食
道
へ
入
る
べ
き

も
の
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
『
誤
嚥
』
と
い
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
呼
吸
器
の
専
門
医
に
よ
る
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
の
治
療

に
加
え
、
嚥え
ん
げ下
や
誤ご
え
ん嚥
に
関
す
る
特
有
の
ス
キ
ル
を
も
つ
言
語
聴
覚
士
が
機
能
訓
練
を

行
な
う「
チ
ー
ム
医
療
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
院
の
小
林
信
之
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

「物を食べる」動作のイメージ（一部）

食道
（消化管へ）

食べ物

嚥
下

え
ん
げ

認識する1

噛む3

飲み込む4

口に
入れる2

気
管
へ

食
道

誤嚥性肺炎
の原因
誤嚥性肺炎
の原因

誤嚥
ごえん

　

全
身
状
態
が
安
定
し
、
消
化
管

も
大
丈
夫
で
あ
れ
ば
、
よ
り
早
い

段
階
で
、
経
口
摂
取
（
口
か
ら
の

栄
養
摂
取
）
へ
移
行
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
嚥
下
訓

練
が
実
施
さ
れ
る
の
で
す
。

訓
練
の
種
類
と
効
果

　

嚥
下
訓
練
に
は
、
実
際
に
食
物

を
用
い
る
「
直
接
訓
練
」
と
、
食

物
を
用
い
ず
に
行
な
う
「
間
接
訓

練
」
に
分
か
れ
ま
す
。

　

直
接
訓
練
は
、
一
連
の
摂
食
動

作
を
通
し
て
、
安
全
に
嚥
下
す
る

方
法
を
身
に
つ
け
、
嚥
下
機
能
を

高
め
て
い
く
訓
練
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
間
接
訓
練
は
、

嚥
下
関
連
器
官
へ
働
き
か
け
る
方

法
で
す
。
各
器
官
の
機
能
や
運
動

の
協
調
性
を
改
善
さ
せ
る
目
的
が

あ
り
ま
す
。

　

嚥
下
に
障
害
が
な
く
て
も
、
嚥

下
訓
練
は
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
な

ど
に
有
効
で
す
。
高
齢
者
は
特
に

重
要
性
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

口
か
ら
栄
養
を
摂
取
す
る
こ
と
の

意
義
に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
何
か
の
理
由
で
絶
食

に
な
っ
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
に
静

脈
栄
養
法
（
点
滴
）
が
採
用
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
長
期
間
の
絶
食

は
、
口
腔
や
咽
頭
に
廃
用
性
（
入

院
な
ど
で
の
安
静
に
よ
っ
て
、
体

の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
）
の
変

化
を
生
じ
、
運
動
や
知
覚
の
低
下

を
招
き
ま
す
。
ま
た
人
間
は
、
体

内
の
消
化
管
を
使
用
し
な
い
こ
と

で
、
消
化
吸
収
障
害
や
免
疫
力
の

低
下
、
全
身
性
の
感
染
症
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ば
れ
て
い
ま
す
。

口
か
ら
摂
取
す
る
た
め
に

　

最
近
、
高
齢
者
に
対
す
る
嚥
下

訓
練
の
重
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、

　
「
物
を
食
べ
る
」
と
い
う
行
為

は
、食
べ
物
を
〈
認
識
〉
し
て
〈
口

に
入
れ
〉、〈
噛
ん
で
〉〈
飲
み
込
む
〉

ま
で
の
一
連
の
動
作
か
ら
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
の
〈
飲
み
込
む
〉

と
い
う
動
作
は
、「
嚥え
ん
げ下

」
と
呼

　

人
間
の
「
口
か
ら
物
を
食
べ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、

病
気
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
行
為
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
物
を
飲
み
込
む
「
嚥え
ん
げ下

」
と
い
う
動
作
に
つ
い
て
の
重
要
性
を
解
説
し
ま
す
。

綾
瀬
厚
生
病
院

管
理
栄
養
士
が
毎
日
の
病
院
食
を
徹
底
管
理

健
康
の
決
め
手
は「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

「
誤ご

え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
に
は
、口
腔
ケ
ア
と
リ
ハ
ビ
リ
も
！」

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル 

小
林
信
之 
院
長

口
か
ら
食
事
を
す
る
た
め
に
重
要
な「
嚥え

ん
げ下
訓
練
」
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